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「
パ
ナ
マ
文
書
」
が
流
出
し
、
世
界

中
を
震
撼
さ
せ
て
い
る
。
日
本
に
お
い

て
も
大
手
企
業
の
名
が
記
載
さ
れ
、
61

兆
円
の
カ
ネ
が
課
税
逃
れ
し
て
い
る
疑

い
も
あ
る
。
今
の
法
人
税
率
が
適
用
さ

れ
れ
ば
、
消
費
税
７
％
に
相
当
す
る
14

兆
円
も
の
税
収
と
な
る
。

　

各
国
が
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
で
の
金

融
取
引
に
対
し
厳
格
な
法
整
備
を
訴
え

は
じ
め
た
が
、
な
ぜ
か
日
本
政
府
の
腰

は
重
い
。
こ
れ
が
、
安
倍
政
権
が
い
う

「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い

国
」
と
い
う
こ
と
か
。
こ
れ
で
は
日
本

の
景
気
は
良
く
な
る
は
ず
が
な
い
。

事
務
所
開
き
で
２
０
０
人
の
支

持
者
を
前
に
支
援
を
訴
え
る
＝

５
月
16
日

民進党結成大会で民主党を「存続政党」にすることを確認

国会前座り込み行動で党を代表しあいさつ

請願署名を内閣府に提出

北海道平和運動フォーラム座り
込みに参加

　

２
０
１
５
年
６
月
23
日
、

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊

す
な
！
国
会
前
座
り
込
み
行

動
」
で
党
を
代
表
し
て
「
安

倍
政
権
は
、
今
国
会
で
戦
争

法
案
を
成
立
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
国
民
の
怒
り
の
声

を
結
集
し
戦
争
法
案
の
廃
案

に
む
け
て
、
力
の
限
り
た
た

か
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

集
会
終
了
後
に
は
、「『
集

団
的
自
衛
権
』
行
使
容
認
の

閣
議
決
定
の
即
時
撤
回
」
を

求
め
る
２
０
０
万
筆
以
上
の

請
願
署
名
を
「
戦
争
を
さ
せ

な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
」

と
と
も
に
内
閣
府
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

「
戦
争
法
案
」
に
対
し
、

反
対
・
廃
案
を
求
め
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
連
日
の

よ
う
に
行
わ
れ
、
７
月
と
９

月
に
は
、
北
海
道
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
っ
た
座
り

込
み
行
動
に
も
参
加
し
、
立

憲
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
決

意
を
伝
え
ま
し
た
。
引
き
続

き
、「
憲
法
違
反
の
戦
争
へ
の

道
を
許
さ
な
い
」
と
い
う
国

民
の
声
を
無
視
す
る
安
倍
政

権
と
し
っ
か
り
対
峙
し
て
い

き
ま
す
。

戦争法案の廃案を求め
� 力の限りたたかう

えさきたかし奮闘記 人の明日を咲かせよう⑬

組
み
や
交
渉
を
行
い
、
女
性

部
・
青
年
女
性
部
な
ど
と
も

連
携
し
な
が
ら
課
題
の
解
決

を
は
か
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
男
女
平
等
推
進
闘
争
を

取
り
組
む
意
義
の
一
層
の
浸

透
・
定
着
を
は
か
る
た
め
、

組
合
員
に
対
し
て
男
女
平
等

推
進
闘
争
を
広
げ
る
努
力
を

続
け
て
い
く
。

　

ま
た
、「
各
自
治
体
の
男
女

平
等
参
画
に
関
す
る
条
例
の

制
定
」
お
よ
び
「
条
例
に
基

づ
く
推
進
計
画
」
の
策
定
に

つ
い
て
取
り
組
み
を
強
め
て

い
く
。

あ
り
持
続
可
能
な
経
済
・
社

会
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
組
織

総
体
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
通
年
的
な
闘

争
の
な
か
で
具
体
的
な
取
り

か
ら
、
今
後
の
取
り
組
み
方

針
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

自
治
労
組
合
員
比
率
に
お

い
て
も
約
４
割
が
女
性
と
い

う
な
か
、
男
女
平
等
参
画
は
、

自
治
労
組
織
活
性
化
の
要
で

　

道
本
部
は
『
男
女
平
等
推

進
闘
争
』
を
通
年
闘
争
と
位

置
付
け
、
６
月
を
「
男
女
平

等
推
進
月
間
」
と
し
て
「
男

女
が
と
も
に
担
う
自
治
労
運

動
」
の
強
化
に
む
け
て
「
１

単
組
・
１
企
画
」
、
教
宣
紙

の
発
行
や
学
習
会
の
開
催
な

ど
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
６
年
度
は

４
カ
年
計
画
で
あ
る
「
男
女

が
と
も
に
担
う
自
治
労
北
海

道
第
４
次
計
画
」
の
最
終
年

と
な
る
こ
と
か
ら
、
推
進
委

員
会
と
し
て
、
到
達
状
況
を

し
っ
か
り
と
総
括
す
る
な
か

６
月
は『
男
女
平
等
推
進
月
間
』

　

５
月
９
日
、
道
本
部
は
第

３
回
拡
大
闘
争
委
員
会
を
開

き
『
民
進
党
』
を
協
力
政
党

と
位
置
づ
け
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

３
月
27
日
に
は
民
進
党
結

党
大
会
が
開
か
れ
、
民
主
党

を
「
存
続
政
党
」
と
し
て
維

新
の
党
が
「
解
党
」
し
て
加

わ
り
、
名
称
を
『
民
進
党
』

に
変
更
し
た
。
綱
領
お
よ
び

基
本
的
政
策
は
、
民
主
党
の

綱
領
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
さ

ら
に
「
立
憲
主
義
を
断
固
と

し
て
守
る
」「
原
発
に
頼
ら
な

い
社
会
を
め
ざ
す
」
こ
と
な

ど
が
補
強
さ
れ
た
。

　

道
本
部
と
し
て
は
、
今
回

労
の
制
度
政
策
実
現
を
は
か

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
今
夏
の
参
議
院
選
挙

で
選
挙
区
「
徳
永
エ
リ
」
組

織
内
比
例
区
「
え
さ
き
た
か

し
」の
圧
倒
的
勝
利
に
む
け
、

取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

な
お
、
５
月
14
日
に
は
、

民
進
党
北
海
道
結
成
大
会
が

開
か
れ
、
参
議
院
選
挙
に
む

け
引
き
続
き
取
り
組
み
を
強

化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

の
新
党
結
成

が
本
格
的
な

「
中
道
」「
リ

ベ
ラ
ル
」
勢

力
の
結
集
に

む
け
た
ス
テ

ッ

プ

と

捉

え
、
民
主
党

を
継
承
す
る

政
党
で
あ
る

『
民
進
党
』

を
支
持
・
協

力
す
る
こ
と

と
し
、
自
治

『
民
進
党
』を
協
力
政
党
に

道
本
部
第
３
回
拡
大
闘
争
委
員
会

市町村における男女平等参画・女性に関する条例制定状況
（2015年４月１日現在）

� ［18市町］

市町村名 条　例　名 施行年月日

札幌市 札幌市男女共同参画推進条例 2003年１月１日

函館市 函館市男女共同参画推進条例 2005年４月１日

旭川市 旭川市男女平等を実現し男女共同を推進する条例 2003年４月１日

釧路市 釧路市男女平等参画推進条例 2011年４月１日

北見市 北見市男女共同参画を推進するための条例 2006年７月４日

苫小牧市 苫小牧市男女平等参画推進条例 2007年４月１日

稚内市 稚内市男女共同参画推進条例 2008年４月１日

美唄市 美唄市男女共同参画条例 2010年４月１日

江別市 江別市男女共同参画を推進するための条例 2009年４月１日

士別市 士別市男女共同参画推進条例 2011年４月１日

恵庭市 恵庭市の男女が平等に暮らすために共に歩む条例 2003年７月２日

北斗市 北斗市男女共同参画推進条例 2006年２月１日

七飯町 七飯町男女平等参画推進条例 2009年12月21日

倶知安町 男女が平等に参画する倶知安のまちをつくる条例 2005年４月１日

余市町 余市町男女共同参画推進条例 2007年４月１日

様似町 様似町男女共同参画条例 2000年12月18日

士幌町 士幌町男女共同参画推進条例 2005年４月１日

芽室町 芽室町男女共同参画推進条例 2004年４月１日

北海道「道内市町村における男女平等参画社会の形成又は女性に関する
施策の推進状況調査結果」2016年３月

第11回 自治労組織基本調査＝2012年６月30日

執行委員数と女性執行委員比率の推移

を
前
に
支
援
を
訴
え
た
。

　

徳
永
参
議
は
「
自
民
党
の

一
強
に
よ
り
、
格
差
が
拡
大

し
、
社
会
が
分
断
さ
れ
、
無

関
心
と
ア
キ
ラ
メ
が
広
が
っ

て
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の

人
と
危
機
感
を
共
有
し
、
参

議
院
選
挙
で
、
与
野
党
の
議

席
を
拮
抗
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
参
院
選
で
結
果
を

残
さ
な
け
れ
ば
、
一
党
独

裁
・
暴
走
す
る
安
倍
政
権
を

止
め
る
こ
と
は
難
し
く
な

る
。
こ
の
た
た
か
い
絶
対
に

勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
、
必
勝
を
誓
っ
た
。

　

５
月
16
日
、
参
院
選
道
選

挙
区
で
再
選
を
め
ざ
す
民
進

党
の
『
徳
永
エ
リ
』
参
議
が

札
幌
市
内
で
事
務
所
開
き
を

行
い
、
支
持
者
約
２
０
０
人

一
党
独
裁
・
暴
走
す
る

�

安
倍
政
権
を
止
め
る

『
徳
永
エ
リ
』

事
務
所
開
き
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サ
ー
ッ
と
滑

り
出
し
た
真
新

し
い
車
体
。
５

月
の
連
休
に
、

短
い
区
間
（
新

函
館
北
斗
～
木

古
内
間
、
13
分

間
）
で
あ
っ
た

が
、
北
海
道
新
幹
線
に
乗
車

し
て
き
た
。

　

私
の
周
り
を
見
る
と
、
東

北
や
東
京
か
ら
の
お
客
さ

ま
。
楽
し
そ
う
に
連
休
を
満

喫
し
て
い
た
。
ホ
ー
ム
に
は
、

列
車
の
到
着
や
発
車
に
合
わ

せ
地
元
の
方
々
が
満
杯
と
な

る
。
し
か
し
、
車
内
に
乗
り

込
む
姿
は
少
な
か
っ
た
。

　

木
古
内
か
ら
の
戻
り
は
、

「
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
線
」

に
乗
車
し
、
約
１
時
間
の
旅
。

安
全
運
転
に
は
当
然
支
障
は

な
い
が
車
両
も
古
く
、
新
幹

線
と
の
並
走
区
間
で
は
寂
し

さ
が
募
っ
た
。

　

新
幹
線
建
設
の
是
非
は
別

に
し
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
や

札
幌
延
伸
に
よ
る
在
来
線
の

運
営
な
ど
、
課
題
は
山
積
で

あ
る
。
連
続
す
る
事
故
や
新

車
両
の
開
発
も
中
止
、
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
下
が

る
。

　

新
幹
線
だ
け
に
目
を
奪
わ

れ
る
こ
と
な
く
、
広
大
な
地

域
・
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る

鉄
道
輸
送
に
つ
い
て
考
え
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。（
自
主
福

祉
活
動
担
当
臨
時
執
行
委

員
・
真
壁
英
治
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

青年部を再開した中頓別町青年部のみなさん。ともに頑張りましょう

延
べ
２
，
５
０
０
人
が
平
和
行
進
に
参
加
し
、
辺
野
古
新
基
地

移
設
反
対
を
訴
え
た

【
宗
谷
地
方
本
部
発
】

　

宗
谷
管
内
中
頓
別
町
職
に

お
い
て
は
、
青
年
部
が
職
員

の
採
用
の
抑
制
に
よ
り
２
人

と
な
り
休
部
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
度
か
ら
７
年

間
新
規
採
用
が
な
く
、
青
年

層
の
活
動
が
で
き
な
い
状
況

で
し
た
が
、
よ
う
や
く
２
０

１
０
年
度
か
ら
採
用
が
あ

り
、
今
年
３
月
に
開
催
さ
れ

た
定
期
大
会
に
お
い
て
道
本

部
の
青
年
部
長
や
地
本
青
年

部
長
出
席
の
な
か
、
組
合
員

26
人
の
承
認
に
よ
り
青
年
部

を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
採
用
抑
制
に
よ

り
年
齢
層
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
お
り
、
中
間
層
の
組
合

員
が
抜
け
た
な
か
で
組
合
活

動
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
基
本
組
合
員
か
ら

青
年
部
へ
、
ど
の
よ
う
に
引

き
継
げ
ば
良
い
か
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
時
的
に
基
本
組

合
員
の
減
少
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
青
年
部
に
お
け

る
研
修
や
学
習
会
を
積
極
的

に
開
催
で
き
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
行
い
、
活
発
な
活

動
が
は
か
れ
る
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

（
中
頓
別
町
職
・
青
年
部

長
・
橋
本
大
輔
）

中
頓
別
町
職
青
年
部
が
再
開

グループ討論をつうじて、新採対策・活動家育成の手法を討論した＝
５月15日、札幌市・青年会館

　

熊
本
を
中
心
と
す
る
地
震
が
収
ま
り
ま

せ
ん
。
過
去
に
例
の
な
い
前
震
、
本
震
、

余
震
と
続
く
な
か
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
心
労
を
考
え
る
と
心
が
痛
み
ま
す
。
自

治
労
本
部
は
、
各
県
か
ら
当
面
６
月
末
ま

で
西
日
本
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

を
始
め
た
よ
う
で
す
。「
３
・
11
東
日
本
大

震
災
」
の
時
も
そ
う
で
し
た
が
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
で
働
く
職
員
は
、
自
ら
が
被
災
し

て
い
て
も
住
民
対
応
は
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
間
国
に
よ
る
行
政
改
革

方
針
で
職
員
削
減
が
進
め
ら
れ
、
通
常
業

務
で
も
業
務
加
重
で
疲
弊
し
て
き
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
い
つ
、
い
か
な
る
災
害

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
昨

今
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
現
状
を
変
え
る
の
は
、
現
場
の
声

を
、
届
け
る
議
員
を
出
す
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
こ
の
７
月
に
執
行
さ
れ
る
参
議
院

選
挙
で
組
織
内
『
え
さ
き
た
か
し
』
の
必

勝
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

（
５
月
12
日
、
東
京
に
て
）

『
え
さ
き
た
か
し
』
必
勝
が
重
要

㊷

2016道本部活動家育成講座

青年部運動の経験が重要

具
体
的
手
法
を
議
論
し
よ
う

政
治
の
力
の
拡
大
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
話
が
あ
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
な
か

で
、
青
年
部
運
動
で
の
経
験

が
重
要
で
あ
り
、
青
年
部
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」「
新
採
対
策
は
、
社
会
人

枠
で
の
採
用
も
あ
る
な
か

17
単
組
・
総
支
部
20
人
（
う

ち
女
性
５
人
）
が
参
加
し
た
。

　

講
座
で
は
、「
自
治
労
産
別

統
一
闘
争
の
意
義
」「
組
合
運

営
の
基
本
」「
公
務
員
賃
金
制

度
の
概
要
」「
人
事
院
勧
告
制

度
の
課
題
」「
公
務
員
の
勤
務

時
間
制
度
と
時
間
外
勤
務
」

「
政
治
活
動
」
な
ど
に
つ
い

て
、
演
習
を
交
え
た
講
義
を

行
っ
た
。
ま
た
、
峰
崎
学
監

の
「
今
、
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
」
と
題
し
た
講
義

で
は
、
労
働
運
動
や
経
済
の

歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

「
経
営
者
側
は
長
い
時
間
を

か
け
て
、
労
働
者
の
賃
金
を

ど
う
す
れ
ば
搾
取
で
き
る
か

を
研
究
し
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
が
、
今
の
格
差
社

会
を
生
み
出
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
抗
す
る
た
め
の
学
習

強
化
と
、
労
働
者
の
団
結
や

市
・
青
年
会
館
で
道
本
部
学

校
主
催
で
人
材
・
担
い
手
育

成
と
地
方
本
部
に
お
け
る
指

導
者
育
成
を
目
的
に
「
２
０

１
６
年
度
活
動
家
育
成
講

座
」
を
開
き
、1
地
方
本
部
、

　

道
本
部
は
『
新
規
採
用
者

の
１
０
０
％
組
織
化
』『
次
代

の
担
い
手
育
成
』
を
重
点
課

題
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付

け
運
動
を
進
め
て
い
る
。

　

５
月
13
～
15
日
、
札
幌

で
、
同
年
代
の
人
が
関
わ
る

な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ

り
、
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

か
具
体
的
手
法
を
議
論
し
、

取
り
組
む
べ
き
」
と
い
っ
た

活
動
家
育
成
や
新
採
対
策
に

む
け
た
手
法
を
具
体
的
に
討

論
し
た
。

　

こ
の
間
の
賃
金
制
度
に
つ

い
て
、
再
度
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
労
働
条

件
の
整
備
に
つ
い
て
も
ポ
イ

ン
ト
を
お
さ
え
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

　

今
後
は
、
組
合
員
が
『
困

っ
た
と
き
の
労
働
組
合
』
と

な
れ
る
よ
う
に
、
活
動
し
て

い
き
た
い
。

　

地
本
青
年
部
四
役
か
ら
の

声
か
け
が
参
加
し
た
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
単
組
青
年
部
書

記
長
を
担
っ
て
い
る
の
で
、

組
合
活
動
の
理
解
を
深
め
る

よ
い
機
会
に
な
っ
た
。
単
組

　

労
働
組
合
全
般
に
関
し

て
、
学
習
で
き
る
良
い
機
会

だ
と
思
い
参
加
し
た
。

　

講
座
だ
け
で
は
な
く
、
演

習
は
『
モ
デ
ル
賃
金
ラ
イ
ン

の
作
成
』『
休
日
勤
務
手
当
・

時
間
外
手
当
の
支
給
額
』
を

求
め
る
内
容
で
、
と
て
も
勉

強
に
な
っ
た
。

青
年
部
員
に
も
伝
え
た
い
。

講
座
で
得
た
知
識
を
、
単
組

で
活
か
せ
る
よ
う
に
今
後
も

活
動
し
た
い
。

音威子府村職

津別町職

旭川市職労

森　隆行 さん

大竹亜沙美さん

菅 加奈子さん

■�『
困
っ
た
と
き
の
組
合
』め
ざ
す

■�

組
合
活
動
の
理
解
深
ま
っ
た

■�『
賃
金
ラ
イ
ン
作
成
』勉
強
に
な
っ
た

参
加
者
の
声

新採対策
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５月24日㈫　�第４回道本部拡大闘争委員
会（札幌市）

５月26日㈭　�自治労第151回中央委員会
（～27日、山梨県・甲府市）

　　　　　　�退職者会北海道地域学習会
（～ 27日、札幌市）

６月１日㈬　�戦争をさせない総がかり行
動（札幌市）

５月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

さ
れ
、
暗
く
狭
い
ガ
マ
の
中

で
ひ
め
ゆ
り
学
徒
た
ち
が
い

か
に
壮
絶
な
日
々
を
送
っ
て

い
た
か
を
学
ん
だ
。
２
日
目

以
降
は
、
米
軍
基
地
の
周
辺

で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
な
が
ら
行
進
し
た
。

　

最
終
日
に
は
「
５
・
15
平

和
と
く
ら
し
を
守
る
県
民
大

会
」
が
開
か
れ
、
山
城
実
行

委
員
長
が
「
全
国
の
仲
間
と

と
も
に
絶
対
に
辺
野
古
新
基

地
移
設
を
再
開
さ
せ
な
い
。

必
ず
や
政
府
に
中
止
判
断
を

求
め
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

米
軍
基
地
の
危
険
性
と
辺
野

古
新
基
地
移
設
問
題
に
つ
い

て
全
体
で
確
認
し
た
。

料
館
で
学
習
を
深
め
、
糸
数

ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
を
見
学
し

た
。
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
で

は
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
が
、
多

い
と
き
に
は
約
６
０
０
人
も

の
兵
士
を
看
護
し
て
い
た
と

　

５
月
12
～
15
日
に
か
け
て

「
復
帰
44
年　

５
・
15
沖
縄

平
和
行
進
」
が
行
わ
れ
た
。

１
日
目
は
、
米
軍
辺
野
古
・

嘉
手
納
・
普
天
間
基
地
、
ひ

め
ゆ
り
の
塔
や
平
和
記
念
資

復
帰
44
年　

５
・
15
沖
縄
平
和
行
進

辺
野
古
新
基
地
移
設
中
止
求
め
る


